
産業イノベーション人材育成等に資する高等学校等教育改革促進事業

小杉高校の取組みについて

（国の拠点類型：多様な学習ニーズに対応した教育機会の確保）

資料２－２
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１ 富山県立小杉高等学校 沿革

大正８年（１９１９年）、射水郡長であった南原繁先生の
提唱により「射水郡立農業公民学校」として開校

２ 県内初の総合学科（平成７年度：全国８番目）

※総合学科
平成６年に普通科、専門学科に並ぶ第３の学科として導入

・幅広い選択科目の中から生徒が自分で科目を選択し学ぶことが
可能であり、生徒の個性を生かした主体的な学習を重視

・将来の職業選択を視野に入れた自己の進路への自覚を深めさせる
学習を重視

１ 創立百周年の歴史と伝統

平成７年度に県内初の総合学科校に改編

創校の父 南原 繁

３ N-EXTハイスクール構想 第3類型に採択
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（基金での３類型）

類型２

類型１

類型３

２ 文部科学省「産業イノベーション人材育成等に資する高等学校教育改革促進事業」
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３ 小杉高校が目指すもの
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【多様な学習ニーズに対応した教育機会の確保】
柔軟な教育課程と学校外のリソースを活用し、ウェルビーイングな学びの場を創出

●生徒一人ひとりの強み・関心の発見・伸長や、主体的な進路形成につながる柔軟な教育課程の整備が求められている。

●不登校傾向の生徒や特別な支援を要する生徒、外国人生徒など多様な背景を持つ生徒への支援体制が未整備。

多様な背景を持つ生徒の主体的な学びの実現のため、「柔軟な教育課程の整備による余白時間の創出と自主活動の促進」、

「多層的な 支援体制の構築」などにより、柔軟な教育課程と学校外のリソースを活用し、ウェルビーイングな学びの場を創出する高校の

パイロットケースの創出・普及に取り組む。

〇 急増する外国人生徒や特別な支援を要する生徒への支援体制が未整備 〇 県立高校における個別最適な学びの提供が不十分
〇 カリキュラム・オーバーロードを変革し、生徒の余白を確保

【拠点における主な改革目標】
①進路に満足している生徒の割合 R⑩ 80% R⑬ 90%
②「自主活動：ミラパス」の時間の学びが充実していると感じる生徒の割合 R⑩ 80%   R⑬ 90%

【取組内容・創出するパイロットケース】
（教育改革の内容）

・教育課程の柔軟化と「余白の時間」による自主活動の促進
・AI・デジタル活用による個別最適な学びの推進
  ⇒ ウェルビーイングな学びの場を創出

（施設・設備の整備）
・次世代ラーニング・ハブ「ココ・テラス（COCO Terrace)」の整備

     ⇒ 外部専門人材を活用した多様な学びの拠点の整備
【他校への普及方策】

・カリキュラム開発、多職種連携の円滑な運用フロー等に関する研修会の実施
・日本語指導カリキュラムのオープンソース化

【その他】
・地域連携コーディネーター、大学生や教員OB等による学習メンター、NPO法人等と連携し、

多層型学習支援プロジェクトを展開 

小杉高等学校
（全日制/総合学科）

人材育成の現状・課題

協力校
高志のあかり中学校（令和９年４月開学）

上市高校、富山いずみ高校

主な連携機関 等 富山大学、富山県立大学、関係自治体、NPO法人等

具体の事業内容

実施体制

●生徒への個別最適な学びの提供と余白時間の創出

●教育課程の柔軟化やAI活用モデルの横展開

●多様な背景を持つ生徒の社会的自立の実現

●県全域の外国人生徒支援体制を底上げ

「多様な学習ニーズ」
への対応

「ミラパス」
多様な自主活動の充実

「TERAKOYA」
学習メンターによる
放課後の学習支援

地域連携ＰＢＬ

「ウェルビーイングな学びの場」
～余白の時間と学校外との連携～

目指す成果

《県内他校》
教員向け研修会実施

改革先導
拠点
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５ ウェルビーイングな学びから、生涯にわたる学びへ
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６ Kosugi Ambition Project
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７ 令和11年度の新しい学校に向けて
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８ 小杉高校から富山県全体へ
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